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以下の文章の空欄に適切な数，式または数学記号を入れて文章を完成させよ．

次のデータを考える．

x 20 a 50 25 80 70

y 2004 2008 2010 2005 2016 b

a は 20以上 80以下，b は 2009以上 2018以下の実数を動くとき，y の中央値 m の

取りうる値の範囲は ア となる．また，x と y の相関係数は，a = イ , b = ウ

のとき最大値 エ を取る．
(18 奈良県医大 医 1)

【答】
ア

2008.5 ≦ m ≦ 2009

イ

40

ウ

2014

エ

1

【解答】
2009 ≦ b ≦ 2018 であるから，変量 y のデータを小さい方から並べると，次の ( i )～(iii)の

いずれかである．

( i ) 2004, 2005, 2008, b, 2010, 2016
(ii) 2004, 2005, 2008, 2010, b, 2016
(iii) 2004, 2005, 2008, 2010, 2016, b

y の中央値 m は
( i )のとき，2009 ≦ b ≦ 2010だから

2008 + 2009
2

≦ 2008 + b
2

≦ 2008 + 2010
2

∴ 2008.5 ≦ m ≦ 2009

(ii)，(iii)のとき

m = 2008 + 2010
2

= 2009

以上より，y の中央値 m の取りうる値の範囲は

2008.5 ≦ m ≦ 2009 ……（答）

となる．
また，a, b を含まない 4組のデータ

(x, y) = (20, 2004), (50, 2010), (25, 2005), (80, 2016)

はすべて直線 :

y = 2010− 2004
50− 20

(x− 20) + 2004

∴ y = 1
5
x+ 2000

上にある．したがって，x と y の相関係数は，(a, 2008)，(70, b) がこの直線上にあるとき，
最大値 1をとる． ……（答）
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このときの a, bの値は

2008 = 1
5
a+ 2000より a = 40 ……（答）

b = 1
5

· 70 + 2000より b = 2014 ……（答）

である．

• 変量 x, y の相関係数 rは，x, y の標準偏差をそれぞれ sx, sy，共分散を sxy とおくと

r =
sxy
sxsy

であり

sx =

√
1
n

n∑
i=1

(xi − x)2, sy =

√
1
n

n∑
i=1

(yi − y)2

sxy = 1
n

n∑
i=1

{(xi − x)(yi − y)}

であるから

r =

n∑
i=1

{(xi − x)(yi − y)}√
n∑

i=1

(xi − x)2

√
n∑

i=1

(yi − y)2

である．
−→
x = (x1 − x, · · · , xn − x)，

−→
y = (y1 − y, · · · , yn − y) とおくと

r =

−→
x ·

−→
y

|
−→
x ||

−→
y |

であり

−1 ≦ r ≦ 1

である．r = 1となるのは
−→
y = k

−→
x となる正の定数 k が存在するときである．これは

(y1 − y, · · · , yn − y) = k(y1 − x, · · · , yn − x)

(y1, · · · , yn)− (y, · · · , y) = k(x1, · · · , xn)− k(x, · · · , x)

(y1, · · · , yn) = k(x1, · · · , xn) + (y, · · · , y)− k(x, · · · , x)

(y1, · · · , yn) = k(x1, · · · , xn) + (c, · · · , c)

(cは c = y − kx を満たす定数である)

より，点 (xi, yi) は直線 y = kx + c (k > 0) 上にあることを意味する．本問では，
(x, y) = (20, 2004), (50, 2010)より{

2004 = 20k + c

2010 = 50k + c
より k = 1

5
(> 0 を満たす), c = 2000

であり，すべての iについて点 (xi, yi)が直線 y = 1
5
x+ 2000上にあるとき，相関係

数 r は最大値 1をとる．


